
２００３・２・２�　用途地域　市民農園 広報

市
民
農
園
で
土
と
ふ
れ
あ
い
、

四
季
の
移
り
変
わ
り
や
豊
か
な
自

然
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
対

象
は
三
鷹
市
民
。

◆
利
用
期
間

４
月
１
日
Õ
〜
平

成
17
年
１
月
31
日
Ã

◆
募
集
場
所

大
沢
市
民
農
園

（
大
沢
二
丁
目
、
第
七
中
学
校
東

側
）
79
区
画

※
１
区
画
約
25
平
方
A
。
倉

庫
・
ト
イ
レ
・
水
場
な
ど
の
施
設

あ
り
。

◆
利
用
料

年
間
１
万
５
千
円

▼
２
月
14
日
–
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
「
〒
181
―
８
５

歯
舞
（
は
ぼ
ま
い
）
群
島
、
色

丹
（
し
こ
た
ん
）
、
国
後
（
く
な

し
り
）
、
択
捉
（
え
と
ろ
ふ
）
な

ど
の
北
方
四
島
は
、
日
本
固
有
の

領
土
で
す
。
そ
し
て
、
い
ま
だ
か

え
っ
て
こ
な
い
貴
重
な
国
土
で

す
。
三
鷹
市
議
会
で
も
過
去
に
何

度
か
、
北
方
領
土
返
還
の
悲
願
を

決
議
や
意
見
書
に
託
し
、
政
府
に

働
き
か
け
て
い
ま
す
。

領
土
問
題
が
解
決
し
、
日
ロ
間

の
真
の
永
続
的
な
友
好
と
平
和
な

関
係
が
一
日
も
早
く
確
立
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
ま
し
ょ

う
。∞

企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１

５

５
５
三
鷹
市
役
所
生
活
経
済
課
都

市
農
業
係
（
市
民
農
園
担
当
）
」

へ
申
し
込
む
。
募
集
数
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
。

※
申
し
込
み
は
１
世
帯
１
通

（
１
区
画
）
の
み
と
し
、
申
込
者

と
利
用
者
は
同
一
の
こ
と
。

※
中
原
市
民
農
園
、
下
連
雀
市

民
農
園
、
老
人
レ
ジ
ャ
U
農
園
と

重
複
し
て
の
応
募
・
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
車
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。∞

生
活
経
済
課
ò
内
線
３
０
６

３

大沢市民農園の利用者募集
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を

採
り
入
れ
て
、
昨
年
10
月
「
三

鷹
市
生
活
安
全
条
例
」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
に
基

づ
き
設
置
す
る
市
民
会
議
（
生

活
安
全
推
進
協
議
会
）
の
市
民

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

こ
の
協
議
会
の
役
割
は
、
fl

生
活
の
安
全
に
関
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
の
広
報
と
啓

発
、
‡
生
活
の
安
全
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
調
査
研
究
、
·
市

民
の
み
な
さ
ん
と
市
内
の
公
共

的
団
体
お
よ
び
関
係
行
政
機
関

の
協
働
に
よ
る
生
活
安
全
活
動

の
推
進
で
す
。
委
員
は
公
募
の

ほ
か
、
三
鷹
防
犯
協
会
な
ど
の

関
係
団
体
や
関
係
機
関
か
ら
の

選
出
者
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
協
議
会
の
正
式
設
置

は
４
月
以
降
の
予
定
で
す
が
、

設
置
に
向
け
た
準
備
会
を
３
月

上
旬
に
開
催
し
ま
す
。

◆
応
募
条
件

１
月
末
日
現

在
、満
18
歳
以
上
の
市
民（
在
勤

・
在
学
を
含
む
）で
、
任
期
（
２

年
間
）
中
の
２
〜
３
カ
月
に
１

回
程
度
、
平
日
夜
間
や
土
曜
午

後
の
会
議
に
参
加
で
き
る
方
。

◆
公
募
人
数

３
人

▼
２
月
14
日
–
（
必
着
）
ま
で

に
、
は
が
き
か
手
紙
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
番
号
・
メ
U

ル
ア
ド
レ
ス

（
お
持
ち
の
方
）
と
応
募
動
機

を
記
入
し
「
〒
181
―
８
５
５
５

三
鷹
市
役
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文

化
室
」
へ
申
し
込
む
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
。

∞
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
室
ò

内
線
２
５
１
５

生
活
安
全
推
進
協
議
会
の
市
民
委
員
を
公
募

平成15・16年度分

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日

断
固
た
る
決
意
と

熱
意
で
四
島
返
還
を

災
に
水
を
か
け
る
と
急
激
に
炎
が

大
き
く
な
り
危
険
。

◆
た
ば
こ

fl
寝
た
ば
こ
は
絶
対

に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。
‡
就
寝

前
や
外
出
時
に
は
、
喫
煙
し
た
場

所
を
必
ず
確
認
。
·
灰
皿
は
縁
が

広
く
、
底
が
平
ら
な
安
定
性
の
あ

る
も
の
に
水
を
入
れ
て
使
う
。

◆
消
火
器
の
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
ま
し
ょ
う

fl
だ
れ
も
が
見

や
す
く
使
い
や
す
い
と
こ
ろ
に
置

く
。
‡
湿
気
の
多
い
場
所
を
避
け
、

転
倒
し
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
。

·
さ
び
や
変
形
な
ど
日
ご
ろ
の
点

検
を
し
て
お
く
。

∞
三
鷹
消
防
署
予
防
課
ò
47
―

０
１
１
９

昨
年
、
三
鷹
市
内
で
62
件
の
火

災
が
発
生
し
ま
し
た
。
原
因
の
ワ

U
ス
ト
３
は
放
火
＝
18
件
、
ガ
ス

テ
U
ブ
ル
な
ど
の
調
理
器
具
＝
17

件
、
た
ば
こ
＝
９
件
で
、
特
に
ガ

ス
テ
U
ブ
ル
な
ど
で
火
を
消
し
忘

れ
て
調
理
用
油
が
発
火
し
、
火
災

に
至
っ
た
も
の
が
激
増
し
ま
し

た
。
防
火
に
関
す
る
生
活
習
慣
を

見
直
し
、
日
ご
ろ
か
ら
火
に
対
す

る
警
戒
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

◆
調
理
器
具

fl
揚
げ
物
を
し
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な

い
。
離
れ
る
と
き
は
火
を
消
す
。

‡
調
理
器
具
の
ま
わ
り
は
整
理
整

と
ん
し
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
そ

ば
に
置
か
な
い
。
·
て
ん
ぷ
ら
火

現
在
、
東
京
都
は
平
成
16
年
度
決
定
を
目
途
に
用

途
地
域
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
用
途
地
域

見
直
し
の
都
市
計
画
決
定
は
東
京
都
が
行
い
ま
す

が
、
変
更
原
案
等
は
三
鷹
市
が
作
成
し
、
本
年
の
７

月
ご
ろ
東
京
都
へ
提
出
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
は
「
用
途
地
域
等
の
指
定
に
関
す

る
三
鷹
市
の
基
本
方
針
（
素
案
）」
を
本
年
１
月
に

取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
特
徴
点
と
し
て
は
、

●
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
等
の
指
定

●
建
築
物
の
最
高
高
さ
の
指
定

●
新
た
な
防
火
規
制
区
域
の
指
定

●
特
別
用
途
地
区
の
導
入
な
ど

の
制
度
の
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

fl
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
等
の
指

定ミ
ニ
開
発
を
防
止
し
、
良
好
な

住
宅
地
の
形
成
を
誘
導
す
る
た

め
、
将
来
の
開
発
可
能
性
の
高
い

地
域
に
あ
る
、
第
一
種
低
層
住
居

専
用
地
域
を
対
象
に
、
最
低
敷
地

規
模
を
100
平
方
A
と
定
め
る
。

‡
建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
を

定
め
る
高
度
地
区
の
指
定

住
環
境
の
保
護
や
良
好
な
都
市

景
観
の
形
成
を
図
る
た
め
、
市
街

地
の
特
性
に
応
じ
、
建
築
物
の
高

fl
用
途
地
域
、
‡
特
別
用
途
地

区
、
·
高
度
地
区
・
高
度
利
用
地

区
、
‚
防
火
地
域
・
準
防
火
地
域
、

„
「
建
築
基
準
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
そ
の
ほ
か
必
要
な

事
項
に
関
す
る
こ
と
を
対
象
と
す

る
。

用
途
地
域
等
の
見
直
し
に
あ
っ

て
は
、
次
の
３
つ
の
視
点
に
留
意

す
る
も
の
と
す
る
。

【
３
つ
の
視
点
】

Ø
　
「
緑
と
水
の
公
園
都
市
」
づ

く
り
に
向
け
た
政
策
課
題
を
実
現

す
る
た
め
、
現
行
の
用
途
地
域
等

を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
政
策
誘
導
の
土
地
利

用
を
図
る
。

∞
　
良
好
な
環
境
を
保
持
し
、
適

正
な
人
口
規
模
を
維
持
す
る
観
点

か
ら
、
都
市
空
間
の
質
を
高
め
、

急
激
な
人
口
増
を
も
た
ら
さ
な
い

土
地
利
用
を
図
る
。

±
　
容
積
率
等
の
緩
和
は
、
地
区

計
画
等
を
定
め
る
こ
と
を
原
則
化

す
る
。
ま
た
、
都
市
の
活
力
を
生

み
出
す
べ
き
地
域
等
に
お
い
て

は
、
特
別
用
途
地
区
等
の
制
度
の

導
入
を
図
る
。

さ
の
最
高
限
度
を
指
定
す
る
。

·
用
途
地
域
境
の
容
積
率
の
調
整

住
居
系
用
途
地
域
と
路
線
式
商

業
系
用
途
地
域
が
隣
接
す
る
場
合

な
ど
、
用
途
地
域
相
互
の
容
積
率

の
差
が
過
大
と
な
っ
て
い
る
地
域

に
お
い
て
、
建
ぺ
い
率
お
よ
び
容

積
率
の
格
差
を
是
正
す
る
。

‚
都
市
計
画
道
路
沿
道
の
用
途
地

域
等
見
直
し

都
市
計
画
道
路（
調
布
保
谷
線
）

の
事
業
実
施
に
伴
い
、
低
容
積
率

の
住
宅
地
に
居
住
す
る
地
権
者
の

残
地
再
建
を
可
能
と
す
る
た
め
、

建
ぺ
い
率
お
よ
び
容
積
率
の
見
直

し
を
行
う
。

„
準
防
火
地
域
の
指
定

木
造
住
宅
が
密
集
し
、
延
焼
の

防
止
を
図
る
必
要
が
あ
る
地
域
に

つ
い
て
は
、
建
ぺ
い
率
40
％
の
区

域
で
あ
っ
て
も
準
防
火
地
域
に
指

定
す
る
。

‰
新
た
な
防
火
規
制
区
域
の
指
定

木
造
建
築
物
が
密
集
し
て
い
る

準
防
火
地
域
の
う
ち
、
建
ぺ
い
率

お
よ
び
容
積
率
を
緩
和
す
る
地
域

に
つ
い
て
は
、
建
築
物
の
不
燃
化

を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
防
火
規
制
区
域
を
指

定
す
る
。

Â
緑
地
保
全
地
区
又
は
風
致
地
区

の
指
定

緑
や
水
、
農
地
を
含
め
た
三
鷹

の
原
風
景
を
保
存
す
る
た
め
、
国

分
寺
崖
線
沿
い
の
樹
林
地
等
に
、

緑
地
保
全
地
区
又
は
風
致
地
区
を

指
定
す
る
。

Ê
特
別
用
途
地
区
の
指
定

政
策
誘
導
と
し
て
の
土
地
利
用

を
図
る
必
要
が
あ
る
地
域
を
対
象

に
、
用
途
地
域
の
変
更
、
特
別
用

途
地
区
の
指
定
等
を
行
う
。
以
下

の
À
〜
Õ
に
掲
げ
る
特
別
用
途
地

区
に
お
い
て
は
、
特
別
用
途
地
区

の
趣
旨
に
適
合
す
る
施
設
を
設
け

な
い
場
合
、
周
辺
の
状
況
を
勘
案

し
て
指
定
容
積
率
を
減
ず
る
。

À
特
別
商
業
活
性
化
地
区
の
指
定

三
鷹
駅
前
の
中
心
市
街
地
活
性

化
エ
リ
ア
等
の
商
業
地
域
お
よ
び

容
積
率
300
％
以
上
の
近
隣
商
業
地

域
を
対
象
と
し
て
、
店
舗
や
事
務

所
等
の
用
途
を
誘
導
す
る
た
め
、

「
特
別
商
業
活
性
化
地
区
」（
仮
称
）

を
指
定
す
る
。

Ã
特
別
都
市
型
産
業
等
育
成
地
区

の
指
定

工
業
・
業
務
が
混
在
し
て
い
る

地
域
や
東
八
道
路
等
の
幹
線
道
路

沿
道
に
つ
い
て
は
、都
市
型
産
業
、

地
場
産
業
等
を
育
成
す
る
た
め
、

「
特
別
都
市
型
産
業
等
育
成
地
区
」

（
仮
称
）
を
指
定
す
る
。

Õ
特
別
文
教
・
研
究
地
区
の
指
定

大
学
、
専
修
学
校
、
研
究
施
設

が
存
在
す
る
地
域
等
を
対
象
と
し

て
、
学
校
、
事
務
所
等
の
用
途
を

誘
導
す
る
た
め
、
「
特
別
文
教
・

研
究
地
区
」
（
仮
称
）
を
指
定
す

る
。

【
地
区
計
画
制
度
の
原
則
化
】

用
途
地
域
等
の
規
制
を
強
化
又

は
緩
和
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
の
ル
U
ル
を
地

区
計
画
と
し
て
定
め
る
こ
と
を
原

則
と
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

地
区
計
画
に
よ
る
敷
地
や
建
築
物

等
に
対
す
る
規
制
の
内
容
に
応
じ

た
規
制
緩
和
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。地

区
計
画
策
定
に
関
す
る
市
民

の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
市
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
情
報
の
提
供
等
を
積
極
的
に
行

う
。「

用
途
地
域
等
の
指
定
に
関
す

る
三
鷹
市
の
基
本
方
針
」（
素
案
）

の
全
文
は
、
市
の
ホ
U
ム
ペ
U
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（http://

w
w
w
.city.m

itaka.tokyo.jp
/

）※
今
後
、
市
の
基
本
方
針
や
説

明
会
等
の
ご
案
内
に
つ
い
て
は
広

報
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。∞

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係
ò

内
線
２
８
１
５

◆
用
途
地
域

建
築
物
の
建
築
を

用
途
や
容
積
な
ど
に
よ
り
制
限
す

る
制
度
で
す
。
用
途
地
域
に
は
、

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
や
近

隣
商
業
地
域
、準
工
業
地
域
な
ど
、

12
種
類
の
地
域
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
に
、
高
さ
や
形
態
を
定
め

る
「
高
度
地
区
」
、
構
造
を
制
限

す
る
「
防
火
地
域
」
等
の
指
定
も

あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

る
建
物
の
用
途
、
規
模
、
構
造
は

異
な
り
ま
す
。

◆
地
区
計
画

地
区
住
民
の
合
意

の
も
と
に
、
良
好
な
市
街
地
環
境

の
形
成
等
や
保
全
の
た
め
、
道

路
・
公
園
等
の
地
区
施
設
お
よ
び

建
築
物
の
整
備
並
び
に
土
地
利
用

に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
を
都
市

計
画
に
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
特
別
用
途
地
区

都
市
計
画
法

に
基
づ
き
用
途
地
域
内
に
お
い
て

政
策
的
に
、
土
地
利
用
の
増
進
、

環
境
の
保
護
な
ど
を
図
る
た
め
に

定
め
る
地
区
。
地
方
公
共
団
体
の

条
例
で
、
建
築
物
の
用
途
、
敷
地
、

構
造
等
に
関
す
る
制
限
を
定
め
る

も
の
で
す
。

◆
新
た
な
防
火
規
制
区
域

木
造

住
宅
密
集
地
域
な
ど
、
特
に
重
点

的
か
つ
効
果
的
な
体
質
改
善
が
必

要
と
さ
れ
る
区
域
に
お
い
て
、
一

定
の
建
築
物
の
防
火
構
造
規
制
を

強
化
し
、
市
街
地
の
安
全
性
の
向

上
を
図
る
も
の
で
す
。

火
災
か
ら
尊
い
命
を
守
る
た
め
に

防
火
に
関
す
る
生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

三
鷹
消
防
少
年
団

入
団
説
明
会
も
同
時
開
催

み
た
か
消
防
体
験
ツ
ア
U

は
し
ご
車
の
体
験
乗
車
、
三
鷹

消
防
少
年
団
の
訓
練
の
見
学
・
体

験
な
ど
。
同
少
年
団
の
入
団
説
明

会
も
行
い
ま
す
。
対
象
は
市
内
在

住
の
小
学
生
（
保
護
者
・
兄
弟
な

ど
の
同
伴
可
）
と
、
青
少
年
の
育

成
に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上
の

方
。

▽
２
月
８
日
—
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
、
三
鷹
消
防
署
で
。

▼
２
月
６
日
œ
ま
で
に
同
少
年
団

事
務
局
（
加
藤
・
原
嶋
・
藤
井
）

ò
47
―
０
１
１
９
へ
申
し
込
む
。

用
途
地
域
等
の
指
定
に
関
す
る

三
鷹
市
の
基
本
方
針（
素
案
）の
骨
子
に
つ
い
て

基
本
方
針
（
素
案
）
の
主
な
内
容

１
　
用
途
地
域
等
の
見
直

し
に
係
る
市
の
基
本
的
な

考
え
方

３
　
用
途
地
域
等
の
指
定

に
関
す
る
具
体
的
な
方
策

用
語
説
明

２
　
見
直
し
作
業
の
対
象

都
市
計
画
決
定
ま
で
の
流
れ

都から市へ原案作成依頼（14年７月）

市民の意見・要望の提出

用途地域等の指定に関する
          基本的な考え方（14年12月）

市民の意見・要望の提出

用途地域等の指定に関する三鷹市の
　       基本方針（素案）（15年１月）

市素案作成・公表（15年６月ごろ）

用途地域等の指定に関する
三鷹市の基本方針（15年５月ごろ）

素案の説明会（15年６月ごろ）

市原案策定（15年７月ごろ）

東京都素案の策定・公聴会等（15年度）

都市計画決定（16年度）


